
アジェンダ２１すいた 会議記録表 

 

作成者：南方 

会議名 幹事会 

日 時 平成２９年４月２５日（火） １０：００～１２：００ 

場 所 吹田市役所 高層棟２階 環境部会議室 

出席者(敬称略) 幹 事：三輪信哉、水川晶子、池渕佐知子、福井一彦、荒堀尚、冨田卓己、喜田久

美子、佐藤享 

事務局：小山、南方 

欠席者(敬称略) 幹 事：小田信子、安本修 

議事次第 １ 報告 部会、団体、事務局より報告 

２ 定時総会について 

①内容の検討（同時開催のシンポジウム等） 

②各部会 活動報告及び事業活動計画の進捗状況（締切の設定） 

③日程の再調整 

３ 来年度の活動について 

４ その他 

配布資料 ― 
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１ 報告 部会、団体、事務局より報告 

◆エネルギー部会 

・平成 29年度 暮らしの CO２ダイエット（市民・職員対象）休止決定。 

→その代わりに、エコアクション２１の企業（環境への取組を適切に実施し、環境

経営のための仕組みを構築、運用、維持するとともに、環境コミュニケーションを

行っていると認証・登録されている事業者）、及び市内小中学校対象に実施予定。 

・環境担当者会議（2017年 5月 1日（月）、市内小中学校における環境学習の担

当教諭が集まる会議）に福井幹事ともう１名出席予定。 

◆資源部会 

・クリーニング店における洋服修理について取材中。 

・食品ロス 一般向けに PR（消費者・企業）、協力店へ働きかけ（環境政策室と協

力）を進めていく。 

◆自然部会 

・2017年 5月 27日（土）「みどりのカーテン講座」（千里ニュータウンプラザ８

階）で実施決定。参加者には、苗配布予定。 

・生物多様性（外来種駆除）の啓発冊子 ５月完成予定。 

・７月に「大木調査」実施予定。（市報の枠取り要） 

 



◆企画会議から 

三輪代表から、企画会議（４月）にて議論された内容が報告された。 

・フラグシッププロジェクトでは、「地球温暖化防実践デー」の活動を拡充していく

ことが方向づけられた。 

・環境政策室のイベントへリンクする、大企業へエコ宣言を依頼する、キャンドル・

ナイトを企画する等の具体案が挙げられた。 

・環境政策室における政策・重点の置き方は、地球温暖化防止対策（フードロス、

ヒートアイランド）＋生物多様性と考えている。（事務局） 

◆池渕幹事 

・イオン株式会社の黄色いレシートキャンペーンの授与式に出席。 

・次回は、キャンペーン当日にレシート収集ボックス前で PR活動をしてはどうか。 

・ニュースレターに、キャンペーンで「アジェンダ２１すいた」にレシートを投函

してもらうよう呼びかける記事を掲載してはどうか。 

◆事務局 

・吹田市とイオン株式会社は地域連携協定を締結したため、市としても日々の消費

活動で吹田市民に働きかける試みに今後も取り組んでいきたい。 

 

２ 定時総会について 

① 内容の検討（同時開催のシンポジウム等） 

・映画鑑賞（食品ロス等）をしてはどうか。（実施経験のある岸和田市へ問合せ要） 

・企業による「30・10運動」の講演会を開催してはどうか。 

② 各部会 活動報告及び事業活動計画の進捗状況（締切の設定） 

・原稿（素案）提出 ５月 12日（金）まで 

・議案書（素案）校正依頼 ５月 24日（水）幹事会にて 

③ 日程の再調整 

・２０１７年７月１７日（月・祝）千里山コミュニティセンターに変更 

 

３ 来年度以降の活動について（今後 3～5年の間） 

来年以降の活動を検討するために、現在抱えている課題について各幹事から意見を

出した。 

◆池渕幹事 

・「アジェンダ２１すいた」の役割について、再考する必要があるのではないか。い

まは市内環境団体間のつなぎ役がメインとなっている。 

・市内大学とネットワークを強化していくことが望ましい。 

◆喜田幹事 

・一般会員のスキル養成ができていない。 

・市政における「アジェンダ２１すいた」に関するデザインを明確にしてほしい。 

・本団体のアクションを起こす活力が十分ではない。 



◆福井幹事 

・部会の活動が、市の意向に合っているのか分からず進めにくさを感じている。 

◆水川副代表 

・全体的な視野を持てておらず、目先の部会活動ばかりとなっている。 

・今年度初めて実施した「環境教育フェスタにおける交流会」と類似の取組を増や

していく必要があるのではないか。 

◆冨田幹事 

・大学としてどのように関われば良いのか難しい。 

◆荒堀幹事 

・環境分野における市民活動の情報を知ることができて良い。 

・事業者として提供できるコンテンツがあるのか常時考えて幹事会に出席している。 

◆三輪代表 

・活動に関わる市民が広がらないことが大きな課題である。 

・国が CO2 削減の方針を提示したが、市町村レベルのルールについて不安を抱え

ている。 

・個人的な意見としては、「アジェンダ２１すいた」は解散してよい組織ではないと

考えている。組織のさらなる強化が必要である。 

◆佐藤幹事 

・ライフスタイルの変換を実現したいが、具体策が見えていない。 

 

４ その他 

・市のイベントで、今年度の「すいた祭り」では水かけイベントを企画している。

「アジェンダ２１すいた」へも、竹鉄砲の作成やヒートアイランド対策の催し物へ

協力依頼をする可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の日程 平成２9年５月２４日（水）10：00～  環境政策室会議室 

 


